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小児がん病棟を取り巻く看護管理上の課題と取り組
みの情報共有

看護師教育

労務管理

働き方改革など

看護管理上の情報共有

現状の課題・取り組み

がん診療連携拠点病院等との連携

研修・見学等の交流（リモートの活用）

（日本小児総合医療施設協議会がん看護ネットワークとの連携等）

看護部会の活動計画看護部会の活動計画
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看護の現状を紹介する
コロナにより施設見学や施設研修ができないため、

小児がん看護の現状を紹介する。

第1回：成育医療研究センター 小児がん病棟

○新型コロナウイルス感染症拡大による面会及び

付き添い制限における看護の工夫

今後の看護部長会議について



小児がん病棟の看護実践小児がん病棟の看護実践

国立成育医療研究センター

8西病棟（乳幼児 小児がん病棟）

看護師長 渡邊佐恵美

新型コロナウイルス感染症拡大による面会
及び付き添い制限における看護の工夫

新型コロナウイルス感染症拡大による面会
及び付き添い制限における看護の工夫



小児がん病棟の概要（8西病棟・10西病棟）小児がん病棟の概要（8西病棟・10西病棟）

10西病棟（学童・思春期）
病床数：36床
（クリーンルーム2床）
小児入院管理料1
平均在院患者数：29.3名/日
平均在院日数：12日
病床利用率：75.3％

8西病棟（乳幼児）
病床数：28床
（クリーンルーム2床）
小児入院管理料1
平均在院患者数：24.5名/日
平均在院日数：14.5日
病床利用率：81.9％

病室入り口が

ガラス張りになって
おり、患者が見えや
すい構造になってい
る。 病室入り口にトイレがある。

乳幼児病棟 学童・思春期病棟



子どもサポートチーム子どもサポートチーム

・毎週火曜日：子どもサポートチーム
カンファレンス

・毎週火曜日：臨床心理士回診

主な活動

多職種のカンファレンスでは、毎週30人以上がリモートで参加をして、
新規患者や問題のある患者・家族の情報共有や検討を行う。



新型コロナウイルス感染症による
面会及び付き添い制限

新型コロナウイルス感染症による
面会及び付き添い制限

～2020年4月 2020年4月～ 2020年6月～ 2021年1月～

面会時間 24時間 18時～21時の
3時間

9時～21時の
4時間

11時～15時
4時間

付き添い 可能 不可 条件付きで
可能

条件付きで
可能

【付添いの条件】
・有料個室使用の場合
・居住地が遠方で条件を満たす場合（自宅から60㎞以上等）
・病状が重症である、治療のために主治医が必要と認めた場合
※付き添いは保護者1名、病院内からは出られない。
交代する場合は、2週間ごとに交代は可能である。



乳幼児の8西病棟では、付き添い者は1日平均5名程度。
面会は日中から寝かしつけまでが多い。（2020年4月まで）

小児患者に付き添いがいないと困ること

 ＣＶを抜かれてしまう，点滴のルートが途中でとれてしまう。

 食事が１人で食べられない。

 すぐに泣いてしまう。

 1人で眠れない。
↓

〇CVの固定やチューブの保管を工夫する。
〇一人で自由に遊べる時間や場所、おもちゃを工夫する。

〇おやつの提供方法の工夫をする。

〇家族に過ごしている様子を動画で送る。

新型コロナウイルス感染症拡大による面会及び付き添い制限
における看護の工夫
新型コロナウイルス感染症拡大による面会及び付き添い制限
における看護の工夫



看護実践看護実践
ＣＶ管理について（固定について）

テープで固定を工夫 チューブの保管を工夫



看護実践看護実践
ＣＶ管理について（ルートについて）

・点滴は24時間持続にならないように医師と相談する。
・ポシェット・リュックにルートを入れ、刺入部に近いところを
さわらないようにする。
・1時間に1回の観察をする。
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看護実践看護実践
おやつ提供の工夫（出張おやつ）

・栄養士が病棟に来て、患者の希望を聞いて、
おやつを作成する。

・自分の目の前でデコレーションされる様子を
楽しんでいる。

クリスマスのおやつの工夫（10西病棟）



保育士による病室ごと
の紙芝居

14時～17時 1人3分間 テレビ電話で面会
「子どもの顔を見るだけで安心する」と喜ばれている。

好きなDVDを見たり、おもちゃ遊びをしている。

新型コロナウイルス感染症拡大による面会及び付き添い制限
における看護の工夫
新型コロナウイルス感染症拡大による面会及び付き添い制限
における看護の工夫



新型コロナウイルス感染症拡大による面会及び付き添い制限
における看護の工夫
新型コロナウイルス感染症拡大による面会及び付き添い制限
における看護の工夫

食事・睡眠

 発達段階別に病室をわけ、食事介助・見守り・自立の
状況を把握して、看護師の配置を病室ごとに決める。

 看護部内のリリーフ体制

遊び

 プレイルームの使用を少人数毎に分け保育する。

 病室ごと、個別保育を充実させる。

親の面会時には、食事、睡眠、遊びについて、
担当看護師から毎日報告をする。


